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産業活動由来の希薄な窒素化合物の循環技術創出
―プラネタリーバウンダリー問題の解決に向けて

項目2-2. NH4
+の分離濃縮による資源化に関する研究開発

イオン交換膜および膜モジュールの⼤型化検討
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プロジェクト内の位置づけ
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廃⽔中窒素
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アンモニアの
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共存
物質

濃縮
アンモニア希薄窒素

化合物
希薄

アンモニア

エンプラ脱硝⽤
還元剤

NOxNH3

N2

項⽬2の2029年度⽬標︓⽔相変換・濃縮により廃⽔中の窒素化合物をアンモニア等とし
て回収するパイロット設備を、5〜15 m3/d 規模で実証

アストムの役割︓⼭⼝⼤の提案するイオン交換膜法によるアンモニア廃⽔濃縮プロセス実現
アストムの2029年度⽬標︓⼭⼝⼤の提案するイオン交換膜法によるアンモニア廃⽔濃縮
⽤膜モジュールを⽤いたパイロット実証

燃料

⼯業⽣産
アンモニア代替
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イオン交換膜分離
⼭⼝⼤︓分離濃縮技術の開発
アストム︓パイロット実証
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開発内容・開発項⽬

⼭⼝⼤の構築した「イオン交換膜を使⽤した分離プロセス」を実現するイオン交換膜および
⼤型膜モジュールの開発

【開発内容】
• ⼭⼝⼤学の要求する「⾼選択性かつ低電気抵抗のイオン交換膜」の開発と提供
• ⼭⼝⼤学の要求する「イオン交換膜モジュール」の部材提供・開発と⼤型化検討

イオン交換膜を使⽤した電気透析の原理 電気透析を可能とするモジュール構造

ガスケット︓脱塩⽔と濃縮⽔の隔離、外部漏洩防⽌

スペーサー︓膜同⼠の接触防⽌、流路形成、乱流促進

⼯場排⽔
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成果

（成果１）
⼭⼝⼤学の要求仕様に基づき、
アストムの既存膜に対して、
選択透過性を95%保持していながら
電気抵抗が1/5以下である膜を開発し、
⼭⼝⼤学に提供。

（成果２）
⼭⼝⼤学の要求仕様に基づき、低抵抗を実現
できる、厚さが200~400μmの低厚み⾼性能
ガスケットを開発し、⼭⼝⼤学に提供。
薄くしてもハンドリング強度を維持するために、ガス
ケットとスペーサーメッシュを⼀体成型した。

薄膜化

⼭⼝⼤の構築する「イオン交換膜を使⽤した分離プロセス」を実現するため、⾼性能イオン
交換膜および膜モジュール⼤型化のための⾼性能ガスケットの試作を⾏った。

樹脂組成最適化
既存膜

既存ガスケット
600μm

樹脂

ｽﾍﾟｰｻｰ
ﾒｯｼｭ

開発ガスケット
200〜400μm

電気抵抗１／５
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まとめ

【プロジェクト内役割】
⼭⼝⼤の提案するイオン交換膜法によるアンモニア廃⽔濃縮プロセス実現
【2029年度⽬標】
⼭⼝⼤の提案するイオン交換膜法によるアンモニア廃⽔濃縮⽤膜モジュールを⽤いたパ
イロット実証
【開発項⽬】
⼭⼝⼤の構築した「イオン交換膜を使⽤した分離プロセス」を実現するイオン交換膜およ
び⼤型膜モジュールの開発
【成果】
• 既存膜に対して、⾼選択透過性を維持しながら、電気抵抗が1/5以下である⾼性
能イオン交換膜の開発に成功し、⼭⼝⼤学に提供した。

• 既存ガスケットよりも厚みを薄くし、電気抵抗を低下させた⾼性能ガスケットを試作し、
⼭⼝⼤学に提供した。
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